
シオン 天然接着剤･従来自然塗料

シオンの
天然接着剤･従来自然塗料



シオン製品
全成分完全表示 形式を採用し い す

シオン製品 自然素材100％
く 天然接着剤 自然塗料 あ
全成分完全表示 をし い す (告示対象外製品)

シオン こ わ

製品へ こ わ

1 自然素材にこ わ こ
▶石油系溶剤 乾燥剤等 化学物質 一 使っ お ま ｡

2 人に 安心 安全 あ こ
▶住む人に っ も そ 使っ 作業 職人さ に っ も安心 安全 ｡

3 木 特徴を活かすこ
▶木 特性に合わ 良さ 引き出 製品 ｡

4 自然に還 製品 あ こ
▶自然環境に負荷 与え 完全生 解しま ｡



水性自然塗料　木塗水すエク ト ク ア

● 米油 主原料 食べ 素材 原材料 取 入 新 い発想 無臭
　 水性自然塗料
● カ ー ク ア
● 木 質感 活 ツヤ 仕 　● 乾燥時間： 3～の時間
● 針葉樹向 　※広葉樹 塗装す 毛羽立 い 木 表面 く あ す
　 場合 表面 #3に0程度 ン ー 軽く研磨 く い
● 用途：床 腰板等屋内木部 家具 建具等　● 塗布面積： に0㎡とL

米油 花油 米糠蝋 ン 樹脂 食用や
実油乳化剤 ビ ンま 水

○ 使用す 木材 含水率 に0％以 適 い す
○ 塗装す 面 水分 油分等 取 除い く い

○す木塗水エク ト ク ア 原液 まま使用 さい｡
○す刷毛ま ポン 等 ､薄 均一 塗布 さい｡
○ 広葉樹 塗布す 毛羽立 い 木 表面 く あ す
　 場合 表面 #3に0程度 ン ー 軽く研磨 く い

○ や 等 い う ふ 後約3～の時間乾燥 せ く い
　 (長め 乾燥時間を取っ 頂 ようお願いい ま ｡)
○ 木塗水エクスト ク ア な回塗装 す な回目乾燥後 に回目 塗布 も撥水性
　 作用 塗料 含侵 せ 注意く い

○す塗装後､の～な0分経っ 後､木 吸収 れ ､表面 浮い 塗料を れい 布等 ふ
　す っ さい｡
○す塗り を放置 お ､色ム 生 り､汚れを拾う可能性 ありま ｡

工程

塗装前確認

な回目塗装

ふ ち重要)

乾燥時間
　ちに0℃ 場合)

施工方法



水性自然塗料　木塗水 リー ーワッ

●

●
●

●

木塗水エ ト アをベー 天然 石灰石 粉 を入 汚 落
効果を実現｡ 無臭 生活を 安心 利用頂け ｡
乾燥時間： 末～の時間
針葉樹向 　※広葉樹 塗装 毛羽立 い 木 表面 く あ ｡

場合 表面を#末に0程度 サン ー 軽く研磨 く い｡

用途：床 腰板等屋内木部 家具 建具 メンテナン

米油 花油 米糠蝋 ン 樹脂 食用や
実油乳化剤 ビ ンま 水 天然石灰石粉

○

○

木塗水 ーナーワッ オン自然塗料 塗布し 無垢フローリン リー
ン び メンテ ン を行う際 利用 ｡

他社自然塗料を 利用 箇所 利用頂け 汚 落 くい場合や
変色を起 場合 い ｡

事前 部位を決 試 頂く を い ｡

○
○
○
○

○

木塗水 リー ーワッ 原液 まま使用し く さい｡
れい 雑巾ま ポン 目 粗い研磨部分 含ませ く さい｡

無垢フロー ン 汚 雑巾 ン をあ 磨い く い｡
汚れ 含 本製品 無垢フローリン 上 残 ます ､ れい 雑巾等 ふ

く さい｡
ふ 行わ い ､汚れ 含 本製品 残 ､べ 原因 ます

､十分 注意く さい｡
自然素材 い 化学物質 汚 等 落 くい場合 い ｡
あ 承く い｡

○

○

無垢フロー ン 上 製品 残 い う ふ 末～の時間乾燥 せ く
い｡

乾燥後 植物油 効果 撥水性 戻 ｡

工程

塗装前確認

作業

ふ ＆乾燥

施工方法



油性自然塗料　木塗油す( ゆ)

●
●
●
●
●
●
●

自然素材な00％ く 石油系溶剤 乾燥剤 一 使 い い油性自然塗料
乾燥剤 使 い い カ ー ク ア
若干黄色 あ ツヤ し仕
乾燥時間：に4時間以
針葉樹 び 広葉樹向
用途：床 腰板等屋内木部 家具 建具等
塗布面積： に0㎡とL

亜麻仁ボイ 油 ダン 樹脂
花油 桐油

○
○

使用す 木材 含水率 に0％以 適し い す｡
塗装す 面 ほ 水 油 等 取 除い く さい｡

○
○

木塗油 原液 まま使用 さい｡
刷毛ま ポン 等 ､薄 均一 塗布 さい｡

○

○

塗装後､の～な0分経っ 後､木 吸収 れ ､表面 浮い 塗料を れい 布等 ふ
っ さい｡

塗り を放置 お ､色ムラ 生 り､汚れを拾う可能性 ありま ｡

○

○

ほ やゴ 等 い う し ふ 後に4時間以上乾燥させ く さい｡
(温度 湿度 乾燥時間 変化し す 長め 乾燥時間を取っ 頂 ようお願
いい ま ｡)
木塗油 な回塗装 す｡な回目乾燥後 に回目 塗布し 撥水性 作用し 塗料
含侵し せ 注意く さい｡

工程

塗装前確認

ふ (重要)

塗装

乾燥時間
　(に0℃ 場合)

施工方法



油性自然ワック 　木塗蝋す( う)

●
●
●
●
●
●
●

自然素材な00％ く 石油系溶剤 乾燥剤 一 使 い い油性自然ワ ク
固形 半練 ( ェル) 液状 3 イプ あ
若干黄色 あ 半 ヤ仕
乾燥時間：に4時間以
針葉樹 び 広葉樹向
用途：床 腰板屋内木部 家具 建具等
塗布面積： に0㎡とL

亜麻仁ボイル油 ン ル樹脂 花油 桐油
蜜蝋 カルナバ蝋

○
○
○

使用す 木材 含水率 に0％以 適し い す
塗装す 面 ほ 水 油 等 取 除い く さい
木塗蝋 3 イプあ 中 一番使いやすい 半練 ( ェル) イプ す

撥水性 高 い場合 一番蝋 比率 高い 固形 イプ すす し
す

○
○

木塗蝋 原液 まま使用 さい｡
い 布､タオル､ ポン 等 ､薄 均一 塗布 さい｡

○

○

塗装後､の～な0分経っ 後､木 吸収 ､表面 浮い ワック を い 布等
ふ っ さい｡

塗り を放置 お ､色ムラ 生 り､汚 を拾う可能性 ありま ｡

○

○

ほ やゴ 等 い う し ふ 後に4時間以上乾燥させ く さい
(温度 湿度 乾燥時間 変化し す 長め 乾燥時間を取っ 頂 ようお願
いい ま ｡)
木塗蝋 な回塗装 す な回目乾燥後 に回目 塗布し 撥水性 作用し 塗料
含侵し せ 注意く さい

工程

塗装前確認

ふ (重要)

塗装

乾燥時間
　(に0℃ 場合)

施工方法



天然接着剤　匠 ( く )

●
●
●
●
●
●

膠ち わ) 主原料 し 岩手県産木酢液 米油等 加味し 天然接着剤
ルムアル 放散 どち ロ) 安全性 高い

強度 白 ン ち東京都立産業技術研究所 圧縮せ 断試験 )
強度実現 乾燥時間：約に4時間　●塗布面積：約など㎡とkg
用途：床 腰板等屋内木部 家具 建具等ち木部同士専用) 但し ルク 可
針葉樹 一部広葉樹向

※ 匠 主成分 あ 膠 木 導管 仮導管 入 込 う 網 引 う 形 硬化 接着し す
　 従 広葉樹 い カ 等 目 詰 木 接着 向い せ

膠ち わ) 木酢液 米油 水
木質 ルロース

○

○

接着面 汚 水分 油分 ン ー ー等 い 取 除 乾燥させ
さい

木材 表面 カン 等 平滑 し 使用 さい

○
○
○
○

※

容器 フタ キャッ 接着剤 状態 確認し さい
接着剤 水飴状 指 触 際 強い粘性 有し い 確認し さい
使用前にポータブ 冷温庫に 加温し､水飴状にし く ムー に施工 す｡
ゼ ー状に固 っ いる場合に ､ポータブ 冷温庫に 加温する ､のの～は0℃
湯に浸し 水飴状にし ら 使用く さい｡
匠 含有成分 あ 膠ち わ) は3℃以 的 加温し過 接着力 低
す 場合 あ す 注意 さい

○

○
○
○

接着す 材 両面 接着剤 薄 均一 刷毛 ラ等 塗布し さい
ち全面 塗布す 場合 クシ目 ローラー等 広 す )
塗布量 目安 な㎡となどどg す
塗布後 速や 貼 あわせ し さい 実用強度 約に4時間 要し す
貼 あわせ し 後 クラン 等 し 固定 行い す
接着剤 完全 乾燥し 接着す 動 さ い さい

工程

地

準備

施工

施工方法




